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336
4,298

57
1,048
2,318

380
319
614

1,804

区民の保健・衛生の主要指標 

＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊

＊

生出
亡死

悪 性 新 生 物
心 疾 患
脳 血 管 疾 患
肺 炎

乳 児 死 亡
新 生 児 死 亡
周 産 期 死 亡

産死
低 体 重 児 出 生
感染症り患率　結　　 核　　

＊

因
死
要
主

注：＊印の率は人口10万当たり、
平成26年の数は概数

＊＊印の率は出生千当たり、＊＊＊印の率は出産千当たり、他は人口千当たり

指　　　　標
練　　馬　　区

26年実数

8.4
7.9
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123.7
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71.6
1.7
1.2
3.6

22.7
97.5
18.9
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1.1
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25年率26年率 25年率 25年率
東京都 全　国

妊婦・乳幼児健康診査　 平成26年度

種　　　別 実施場所 受診者 有所見者

妊 婦 健 康 診 査（1回目）
　　　〃　　 （2回目以降）
妊婦超音波検査
妊婦歯科健康診査
乳 児 健 康 診 査（4か月児）
　　　〃　　 （6か月児）
　　　〃　　 （9か月児）
1歳6か月児健康診査
3歳児健康診査

医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
保健相談所
医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
保健相談所

人 人

母親学級・育児学級等 平成26年度

回数 延べ人数

母親学級　平日3回コース
母親学級　土曜1回コース
パパとママの準備教室
育児と離乳食

回
44　
12　
46　
60　

人

｝

1　健康な暮らしを支える
るす援支をりくづ康健）1（  

●健康都市練馬区宣言
　生涯、健康な生活を送るためには、区民一人ひとりが
日頃から「自分の健康は自分で守り、つくる」という自
覚を持ち、健康づくりに取り組むことが求められる。区
は、21世紀を迎えた平成13年10月に、「健康都市練馬区
宣言」を行った。この宣言は、健康づくり総合計画等の
諸施策を着実に進め、区民とともに生涯健康都市を目指
し、健康づくりに取り組む基本姿勢や決意を示したもの
である（宣言文は裏表紙参照）。
●乳幼児と親の健康づくり
1  母子健康手帳の交付
　妊娠の届出をした妊婦に、母子健康手帳、出産・子育
て情報を記載した「出産育児情報」、妊婦健康診査受診
票を交付している。平成26年度の母子健康手帳交付者
数（再交付等を含む。）は6,753人であった。
2  妊婦・乳幼児健康診査
　妊婦が安心して出産できるように、妊婦健康診査受診
票を14回分、妊婦超音波検査受診票を1回分交付し、妊
娠中の健康管理の支援に取り組んでいる。
　また、乳幼児健康診査では、子供の健康の保持増進、
疾病の早期発見だけでなく、母親などの保護者の健康面
にも対応し育児不安の軽減に努めている。

3  母親学級・育児学級等
　妊娠、出産、育児に関する知識の習得、地域での仲間
作りを目的に母親学級やパパとママの準備教室を行って
いる。
　また、育児と離乳食講習会では、発育・発達に応じた
子育てに必要な知識や情報の提供を行っている。

4  こんにちは赤ちゃん訪問
　保健師や助産師が、生後4か月までの乳児がいる全家
庭を訪問し、乳児の発育・栄養等の相談や、子育てに関
する情報提供を行い、育児の不安や負担の軽減を図って
いる。26年度の訪問は、乳児5,625人、産婦5,527人（実
人員）である。
　また、産婦にエジンバラ産後うつ質問票（EPDS）を
活用し、産後のこころの状態の把握と支援に努めてい
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区　　　分



336
4,298

57
1,048
2,318

380
319
614

1,804

区民の保健・衛生の主要指標 

＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊

＊

生出
亡死

悪 性 新 生 物
心 疾 患
脳 血 管 疾 患
肺 炎

乳 児 死 亡
新 生 児 死 亡
周 産 期 死 亡

産死
低 体 重 児 出 生
感染症り患率　結　　 核　　

＊

因
死
要
主

注：＊印の率は人口10万当たり、
平成26年の数は概数

＊＊印の率は出生千当たり、＊＊＊印の率は出産千当たり、他は人口千当たり

指　　　　標
練　　馬　　区

26年実数

8.4
7.9

243.4
123.7
66.6
71.6
1.7
1.2
3.6

22.7
97.5
18.9

24年率

8.8
8.0

245.8
115.8
73.4
70.1
2.4
1.1
3.9

18.2
92.2
14.5

25年率26年率 25年率 25年率
東京都 全　国

妊婦・乳幼児健康診査　 平成26年度

種　　　別 実施場所 受診者 有所見者

妊 婦 健 康 診 査（1回目）
　　　〃　　 （2回目以降）
妊婦超音波検査
妊婦歯科健康診査
乳 児 健 康 診 査（4か月児）
　　　〃　　 （6か月児）
　　　〃　　 （9か月児）
1歳6か月児健康診査
3歳児健康診査

医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
保健相談所
医 療 機 関
医 療 機 関
医 療 機 関
保健相談所

人 人

母親学級・育児学級等 平成26年度

回数 延べ人数

母親学級　平日3回コース
母親学級　土曜1回コース
パパとママの準備教室
育児と離乳食

回
44　
12　
46　
60　

人

｝

1　健康な暮らしを支える
るす援支をりくづ康健）1（  

●健康都市練馬区宣言
　生涯、健康な生活を送るためには、区民一人ひとりが
日頃から「自分の健康は自分で守り、つくる」という自
覚を持ち、健康づくりに取り組むことが求められる。区
は、21世紀を迎えた平成13年10月に、「健康都市練馬区
宣言」を行った。この宣言は、健康づくり総合計画等の
諸施策を着実に進め、区民とともに生涯健康都市を目指
し、健康づくりに取り組む基本姿勢や決意を示したもの
である（宣言文は裏表紙参照）。
●乳幼児と親の健康づくり
1  母子健康手帳の交付
　妊娠の届出をした妊婦に、母子健康手帳、出産・子育
て情報を記載した「出産育児情報」、妊婦健康診査受診
票を交付している。平成26年度の母子健康手帳交付者
数（再交付等を含む。）は6,753人であった。
2  妊婦・乳幼児健康診査
　妊婦が安心して出産できるように、妊婦健康診査受診
票を14回分、妊婦超音波検査受診票を1回分交付し、妊
娠中の健康管理の支援に取り組んでいる。
　また、乳幼児健康診査では、子供の健康の保持増進、
疾病の早期発見だけでなく、母親などの保護者の健康面
にも対応し育児不安の軽減に努めている。

3  母親学級・育児学級等
　妊娠、出産、育児に関する知識の習得、地域での仲間
作りを目的に母親学級やパパとママの準備教室を行って
いる。
　また、育児と離乳食講習会では、発育・発達に応じた
子育てに必要な知識や情報の提供を行っている。

4  こんにちは赤ちゃん訪問
　保健師や助産師が、生後4か月までの乳児がいる全家
庭を訪問し、乳児の発育・栄養等の相談や、子育てに関
する情報提供を行い、育児の不安や負担の軽減を図って
いる。26年度の訪問は、乳児5,625人、産婦5,527人（実
人員）である。
　また、産婦にエジンバラ産後うつ質問票（EPDS）を
活用し、産後のこころの状態の把握と支援に努めてい

76

6,185
57,851
5,285
1,515
6,185
5,687
5,558
5,624
5,461

2,665

2,751
3,252

8.2
10.1

290.3
156.5
94.1
97.8
2.1
1.0
3.7

22.9
－

16.1

8.5
8.5

256.9
128.4
74.7
77.9
2.0
0.9
3.6

21.7
94.1
20.1

8.7
7.8

239.8
115.5
65.2
67.9
1.3
0.2
3.2

20.3
85.8
19.9

6,084
5,501
1,681

810
457
476

8
1

20
126
522
144

人 ％ ％ ％ ％ ％

区　　　分

給付・助成 平成26年度

延べ人数

未熟児養育医療給付
妊娠高血圧症候群等医療給付
育成医療給付
療育給付
特定不妊治療費助成

人
341　

6　
46　
0　

844　

むし歯有病者率 平成26年度

区　　分 受診者数 むし歯の
ある者

有病者率
（1人平均むし歯数）

1歳6か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

人
5,435
5,442

人
90

667

%（本）
1.7（0.05）

12.3（0.37）
脊柱側わん症検査 

区分
学年

平成26年度

小学 5・6年、他
中学 1・3年、他

人
268
259

人
250
214

人
41
63

精密検査
対象者数 受診者数 有所見者数

生活習慣病検査 

区分
学年

平成26年度

小 学 校
中 学 校

人
311
227

人
162
74

人
36
10

精密検査
対象者数 受診者数 有所見者数

貧血検査 

区分
学年

平成26年度

注：希望者のみ実施（在籍者4,701人　5月1日現在）

中 学 １ 年
人

2,788
人
33

人
12

有所見者数
受診者数

1次検査 2次検査

平成26年度

回数区　　分 受講者数

すこやか親子の食事（1歳からの食事講習会）
すこやか親子の食事（3歳からの食事講習会）
その他の食育講習会

回
138
142
52

人
4,661　
5,461　
2,195

る。さらに、必要に応じて妊婦や乳幼児の訪問指導を
行っている。
5  歯科保健
　1歳6か月児健康診査、2歳児歯科健康診査、2歳6か月
児歯科健康診査、3歳児健康診査時に口腔衛生に関する
指導を行うほか、1歳児を対象に歯みがき相談を実施す
ることで、半年ごとに歯科健康診査や口腔衛生の指導を
受けられる機会を設け、むし歯予防と健全な口腔育成を
図っている。
　他にも歯と口の健康週間行事として、歯の衛生に関す
る知識の普及啓発のために「歯ートファミリーコンクー

」ルークンコータスポ・画図るす関に康健の口・歯「、」ル
を実施し、「よい歯・よい子のつどい」にてコンクール
入賞者を表彰している。

くり・体力づくりを計画的に実践し、健康の保持増進や
疾病の早期発見に努めている。
　定期健康診断によると、アレルギー性の疾患が多くみ
られる。
　また、むし歯の未処置率は、小学生が14.5％、中学
生が15.6％である。むし歯があると食べる楽しさが失
われるだけでなく、偏食などの原因にもなる。そのた
め、歯垢染色テストや良い歯のバッジの配布等を通じ
て、予防と治療の啓発に努めている。
　このほか、脊柱側わん症の精密検査を、定期健康診
断で異常が認められた小学5・6年、中学1・3年および
学校医が必要と認めた児童・生徒を対象に実施してい
る。
　また、生活習慣病対策として、肥満度の高い児童・生
徒に対して精密検査を実施し、さらに個別指導や集団指
導も行っている。
　貧血検査は、中学1年の希望者を対象に実施している。

6  食育講習会
　乳幼児期における食育の基本は家庭であるため、親子
の健康的な食生活について、実践的に学習できる講習会
を行っている。より多くの親子が参加できるよう健康診
査や相談の機会等に併せた開催や地域の施設等に出張し
て実施している。

7  給付・助成等
　未熟児養育医療給付、妊娠高血圧症候群等医療給付、
育成医療給付、療育給付、特定不妊治療費助成などの給
付・助成事業を行っている。

　また、都で小児慢性疾患の医療費の助成を行ってお
り、区では申請受付を行っている。26年度は、825件だっ
た。
●保健の充実
　区は、成長期にある児童・生徒の身体測定や体力調
査、また、定期健康診断等を行い、児童・生徒の健康づ
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種　　別



健康診断における疾病等の状況 

注：＊印の検査をすべて受診した者（内科検診を受診した者）

平成26年度

区　　　　　　　　　　分
小　　学　　校 中　　学　　校

男 女 計 男 女 計

在籍者数（5月1日現在）

栄 養 状 態

結 核

栄養不良＊
肥満傾向＊

結核患者
精密検査対象者

そ の 他

歯 お よ び
口腔の検査

気管支喘息＊
腎臓疾患＊
その他の疾病・異常＊

歯科受診者数
う歯：処置完了者
う歯：未処置歯のある者
歯周疾患
歯列・咬合の異常
顎関節の異常
その他の歯・口腔の疾病および異常
永久歯のう歯の内容：未処置歯数

小学6年および　う歯による喪失歯数　
中学1年のみ　　処置歯数

心 臓 心臓疾患
心電図異常（小・中ともに1年のみ）

裸 眼 視 力

1.0以上
1.0未満0.7以上
0.7未満0.3以上
0.3未満

受診者数（注）

脊柱側わん症・脊柱異常＊

眼鏡・コンタクト着用者
感染性眼疾患
アレルギー性眼疾患
その他の眼疾患
難聴（小学1・2・3・5年および中学1・3年のみ）
耳疾患
アレルギー性鼻疾患
その他の鼻・副鼻腔疾患
口腔咽喉頭疾患
感染性皮膚疾患＊
アレルギー性皮膚疾患＊

尿蛋白検出
尿糖検出
寄生虫卵保有者（小学1～3年のみ）

胸郭異常＊

人 人 人 人 人人
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16,901 15,659 32,560 7,527 6,688 14,215
16,806 15,588 32,394 7,380 6,570 13,950

0 3 3 0 0 0
267 148 415 165 103 268
49 79 128 70 142 212
4 10 14 28 9 37

11,306 9,394 20,700 3,206 2,085 5,291
1,908 2,110 4,018 776 659 1,435
1,767 1,933 3,700 1,163 1,131 2,294
1,292 1,550 2,842 1,477 1,639 3,116
1,060 1,277 2,337 1,214 1,457 2,671

0 1 1 9 0 9
1,273 1,064 2,337 883 645 1,528

218 214 432 80 66 146
64 71 135 5 10 15

1,131 975 2,106 457 240 697
3,309 2,208 5,517 2,063 1,419 3,482

706 378 1,084 94 88 182
25 17 42 3 9 12
9 5 14 0 1 1

960 799 1,759 394 379 773
0 0 0 0 0 0

21 24 45 11 9 20
98 90 188 58 41 99
42 45 87 59 55 114
17 30 47 46 56 102
3 5 8 2 8 10
2 3 5 − − 0

1,261 818 2,079 486 278 764
24 8 32 4 12 16

305 263 568 140 126 266
16,789 15,592 32,381 7,390 6,570 13,960
4,493 3,961 8,454 1,691 1,774 3,465
2,496 2,225 4,721 1,171 1,008 2,179

86 62 148 173 80 253
300 416 716 317 265 582

7 5 12 3 6 9
69 37 106 5 3 8

261 309 570 542 580 1,122
5 8 13 45 48 93

745 1,012 1,757 1,287 1,645 2,932



健康診断における疾病等の状況 

注：＊印の検査をすべて受診した者（内科検診を受診した者）
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う歯：処置完了者
う歯：未処置歯のある者
歯周疾患
歯列・咬合の異常
顎関節の異常
その他の歯・口腔の疾病および異常
永久歯のう歯の内容：未処置歯数

小学6年および　う歯による喪失歯数　
中学1年のみ　　処置歯数

心 臓 心臓疾患
心電図異常（小・中ともに1年のみ）

裸 眼 視 力

1.0以上
1.0未満0.7以上
0.7未満0.3以上
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感染性眼疾患
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人 人 人 人 人人
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区内中学校の体力調査 平成26年度

資料：「平成26年度体力調査報告書」（練馬区教育委員会）
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区民の主要死因別割合 平成26年
糖尿病　 66人（1.2%） 
老　衰 　295人（5.4%） 
腎不全 　64人（1.2%） 
肝疾患 　78人（1.4%） 

自殺 139人（2.5%） 
不慮の事故 142人（2.6%） 

悪性新生物
1,681人

（30.6%）

その他
1,293人

（23.5%）

心疾患
810人

（14.7%）脳血管
疾患
457人

（8.3%）

肺炎
476人

（8.7%）

合計
5,501人

●成人の健康づくり
1  健康診査・がん検診等
　生活習慣病などを予防し、健康を維持するための健康
診査、がんを早期発見するための各種がん検診などを
行っている。
　健康診査は、30歳代、練馬区国民健康保険特定、75
歳、後期高齢者および医療保険未加入者の5種類に分け
て実施している。がん検診は、胃がん、子宮がん、乳が
ん、肺がん、大腸がんおよび前立腺がんについてそれぞ
れ実施している。
　また、肝炎ウイルス検診、眼科（緑内障等）健康診査
および成人歯科健康診査についても実施している。
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健康診査・がん検診等 平成26年度

平成26年概数

注：①がん検診の場合の有所見者は、精密検査が必要な方の数（精密検査の結果、大半の方はがんではない。）
　　②国保特定健診および後期高齢者健診の受診者は、平成27年5月31日現在において確認している方の数

悪性新生物（がん）の部位別死亡割合 

総数1,681人 

気管・気管支
および肺
336人

（20.0%）

肝
および
肝内胆管
115人

（6.8%）

胃

200人
（11.9%）

結腸

161人
（9.6%）

膵

124人
（7.4%）

その他

402人
（23.9%）

食道 62人（3.7%）
白血病 36人（2.1%）

子宮 26人（1.5%）

乳房 64人（3.8%）

胆のうおよびその他の胆道 83人（4.9%）
直腸S状結腸移行部および直腸

72人（4.3%）

健診（検診）名 受診者 有所見者 対　象　者　お　よ　び　実　施　場　所

健康診査
3 　 0 　 歳 　 代 　 健 　 診
国 　 保 　 特 　 定 　 健 　 診
7 　 5 　 歳 　 健 　 診
後  期  高  齢  者  健  診
医 療 保 険 未 加 入 者 健 診
一 般 胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査

人 人
30～39歳の方、健康診査室・医療健診センター
練馬区国保の被保険者で40～74歳の方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関
75歳の方、協力医療機関
後期高齢者医療制度の被保険者の方、協力医療機関
生活保護受給者等で40歳以上の方、協力医療機関
40歳以上で区が実施する健康診査を受診する方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関

肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 C型
B型

過去に検診を受けたことのない30歳以上の方、
健康診査室・医療健診センター・協力医療機関

がん検診
胃 　 が 　 ん 　 検 　 診
子 　 宮 　 が 　 ん 　 検 　 診
乳 　 が 　 ん 　 検 　 診
肺 　 が 　 ん 　 検 　 診
大 　 腸 　 が 　 ん 　 検 　 診
前　立　腺　が　ん　検　診

30歳以上の方、健康診査室・医療健診センター・保健相談所・石神井庁舎
20歳以上の方（前年度受診していない女性）、協力医療機関
40歳以上の方（前年度受診していない女性）、医療健診センター・区内協力医療機関
40歳以上の方、健康診査室・医療健診センター・区内協力医療機関
30歳以上の方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関
60・65歳の方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関

成 人 歯 科 健 診 30・40・45・50・60・70歳の方、協力歯科医療機関

眼 科（ 緑 内 障 等 ）健 診 50・55・60・65歳の方、区内協力眼科医療機関

介護予防担当課のリハビリテーション事業実施状況 平成17年度

区　　　分 人数（延べ）

中 途 障 害 者 コ ー ス
短期特定目的リハビリテーション
リハビリ相談・福祉用具相談等
高齢者筋力向上トレーニング
転倒予防のための体力づくり教室
尿 失 禁 予 防 教 室
介 護 予 防 講 演 会・講 座

人
159
122
918

2,176
1,291

105
693

認知症予防事業実施状況 平成17年度

平成 26 年度

区          分 回 数 延べ人数
子育て・仕事で忙しい方のための
個人指導型フィットネスプログラム 1 425

健 康 づ く り の た め の 講 習 会 4 231
生 活 習 慣 病 予 防 教 室 42 1,046
が ん 予 防 講 演 会 4 290
睡眠・休養についての講演会 2 108
女 性 の 健 康 づ く り 講 座 2 36
骨　　量　　測　　定　　会 18 1,028
歯 周 病 予 防 講 演 会 2 47
食育講習会（食生活応援講習会など） 58 1,210
健康相談（保健、栄養、歯科） 1,333
お と な の 歯 み が き 相 談 136 435

2  成人の健康教育
　効果的な運動習慣づくり、生活習慣病予防、がん予防
などをテーマに成人の健康づくりに関する教室・講座・
講演会を開催し、併せて健康に関する相談事業を実施し
ている。また、区役所本庁舎2階通路などで、3月は女
性の健康週間として、9月はがん征圧月間として、10月
はピンクリボンキャンペーン（乳がん月間）としてパネ
ル展示などによる啓発を行った。
　そのほか、自らの健康管理と適正な医療に資すること
を目的として、特定健診結果などの記録ページ、健康保
持のためのポイントが掲載された練馬区健康手帳を40
歳以上の区民を対象に37,000部発行した。
3  禁煙に関する事業
　喫煙による健康影響についての普及啓発や禁煙外来の
情報提供など、たばこをやめたい方に対する禁煙支援を
行っている。26年度は、メールによる禁煙支援プログ
ラム（禁煙マラソン）の提供（利用者数9人）を行っ
た。
　また、練馬区薬剤師会と協働し「練馬区禁煙支援薬

局」での禁煙相談や、禁煙補助剤の助成による禁煙支援
を実施した。25年度より、助成の対象者を妊婦または1
歳未満の乳児と同居している家族とした。
　さらに、5月31日から6月6日の禁煙週間に、区役所本
庁舎2階通路および保健相談所でパネル展示による啓発
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健康診査・がん検診等 平成26年度

平成26年概数

注：①がん検診の場合の有所見者は、精密検査が必要な方の数（精密検査の結果、大半の方はがんではない。）
　　②国保特定健診および後期高齢者健診の受診者は、平成27年5月31日現在において確認している方の数

悪性新生物（がん）の部位別死亡割合 

総数1,681人 

気管・気管支
および肺
336人

（20.0%）

肝
および
肝内胆管
115人

（6.8%）

胃

200人
（11.9%）

結腸

161人
（9.6%）

膵

124人
（7.4%）

その他

402人
（23.9%）

食道 62人（3.7%）
白血病 36人（2.1%）

子宮 26人（1.5%）

乳房 64人（3.8%）

胆のうおよびその他の胆道 83人（4.9%）
直腸S状結腸移行部および直腸

72人（4.3%）

健診（検診）名 受診者 有所見者 対　象　者　お　よ　び　実　施　場　所

健康診査
3 　 0 　 歳 　 代 　 健 　 診
国 　 保 　 特 　 定 　 健 　 診
7 　 5 　 歳 　 健 　 診
後  期  高  齢  者  健  診
医 療 保 険 未 加 入 者 健 診
一 般 胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査

人 人
30～39歳の方、健康診査室・医療健診センター
練馬区国保の被保険者で40～74歳の方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関
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生活保護受給者等で40歳以上の方、協力医療機関
40歳以上で区が実施する健康診査を受診する方、健康診査室・医療健診センター・協力医療機関

肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 C型
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過去に検診を受けたことのない30歳以上の方、
健康診査室・医療健診センター・協力医療機関
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子 　 宮 　 が 　 ん 　 検 　 診
乳 　 が 　 ん 　 検 　 診
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成 人 歯 科 健 診 30・40・45・50・60・70歳の方、協力歯科医療機関

眼 科（ 緑 内 障 等 ）健 診 50・55・60・65歳の方、区内協力眼科医療機関

介護予防担当課のリハビリテーション事業実施状況 平成17年度
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中 途 障 害 者 コ ー ス
短期特定目的リハビリテーション
リハビリ相談・福祉用具相談等
高齢者筋力向上トレーニング
転倒予防のための体力づくり教室
尿 失 禁 予 防 教 室
介 護 予 防 講 演 会・講 座

人
159
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918
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1,291
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認知症予防事業実施状況 平成17年度

平成 26 年度

区          分 回 数 延べ人数
子育て・仕事で忙しい方のための
個人指導型フィットネスプログラム 1 425

健 康 づ く り の た め の 講 習 会 4 231
生 活 習 慣 病 予 防 教 室 42 1,046
が ん 予 防 講 演 会 4 290
睡眠・休養についての講演会 2 108
女 性 の 健 康 づ く り 講 座 2 36
骨　　量　　測　　定　　会 18 1,028
歯 周 病 予 防 講 演 会 2 47
食育講習会（食生活応援講習会など） 58 1,210
健康相談（保健、栄養、歯科） 1,333
お と な の 歯 み が き 相 談 136 435

2  成人の健康教育
　効果的な運動習慣づくり、生活習慣病予防、がん予防
などをテーマに成人の健康づくりに関する教室・講座・
講演会を開催し、併せて健康に関する相談事業を実施し
ている。また、区役所本庁舎2階通路などで、3月は女
性の健康週間として、9月はがん征圧月間として、10月
はピンクリボンキャンペーン（乳がん月間）としてパネ
ル展示などによる啓発を行った。
　そのほか、自らの健康管理と適正な医療に資すること
を目的として、特定健診結果などの記録ページ、健康保
持のためのポイントが掲載された練馬区健康手帳を40
歳以上の区民を対象に37,000部発行した。
3  禁煙に関する事業
　喫煙による健康影響についての普及啓発や禁煙外来の
情報提供など、たばこをやめたい方に対する禁煙支援を
行っている。26年度は、メールによる禁煙支援プログ
ラム（禁煙マラソン）の提供（利用者数9人）を行っ
た。
　また、練馬区薬剤師会と協働し「練馬区禁煙支援薬

局」での禁煙相談や、禁煙補助剤の助成による禁煙支援
を実施した。25年度より、助成の対象者を妊婦または1
歳未満の乳児と同居している家族とした。
　さらに、5月31日から6月6日の禁煙週間に、区役所本
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5  練馬区健康いきいき体操の普及事業

 平成26年度

区 　 　 分 回 数 延べ人数
はつらつシニアのロコモ体操
健 康 長 寿 講 演 会

48
6

987
171

を行った。
4  健康フェスティバル
　区民の健康意識の高揚を図ることを目的に、練馬ま
つりの協賛事業として開催している。26年度は10月19
日にとしまえんで開催し、入場者は約4,000人だった。

　区独立60周年を記念し、誰もが気軽に取り組める健
康体操として、区歌に合わせた「練馬区健康いきいき体
操」を18年12月に創作して普及に努めている。体操指
導動画を区のホームページで配信、DVDの貸出し、体
操指導を希望する施設や団体へ運動指導員を派遣（26
年度は12団体、参加者延べ230人）している。
●高齢者の健康づくり
　豊かで充実した人生を送るため、自立した生活ができ
る期間である「健康寿命」を延ばすための講座や講演会
を開催している。

う行を理管機危るす関に康健）3（  

う行を備整件条のりくづ康健）2（  
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●練馬区健康づくりリーダー育成事業
　平成24年度から地域で自主的に健康づくり活動を行
う「健康づくりリーダー育成講座」を3コース開催して
いる。26年度は、運動28人、ウォーキング18人、食育
24人が育成講座を修了した。
●練馬区健康づくりサポーター活動支援
　平成19年度から23年度まで、区民主体の健康づくり
活動を支援するため、健康づくりサポーター（運動のサ
ポーター、食のサポーター）の育成を行った。現在、延
べ102人の登録があり、27年度まで連絡会・フォロー
アップ研修会等の活動支援を行う。
●食育を推進する環境整備
　平成19年に「練馬区食育推進ネットワーク会議」を
設置し、区民、関係団体、行政が連携して食育推進に
取り組んでいる。（5回延べ91人）練馬ならではの食育
を進めるために食育実践ハンドブック「野菜とれとれ！
1日5とれとれ！」等を活用した食育キャンペーンを展
開した（大学祭、農業祭、幼稚園等計34回延べ3,908
人）。また、食育推進講演会（入場者261人）を実施
し、25年度・26年度の食育推進講演会の記録誌「次の
世代に伝えたい和食」7,000部を作成した。
　「練馬区健康づくり協力店普及促進事業」は、食を通
じた健康づくりを推進するため、飲食店や食品販売店に
健康づくり協力店の登録を呼びかけている。協力店が充
実することにより、区民が身近で健康づくりに取り組み
やすくするための食環境整備を推進している。26年度
の協力店数は227店舗、区民と協力店に向けての講演会
2回（参加数延べ104人）、普及啓発のリーフレット等

配布5,000枚、健康づくりの情報リーフレット「レッ
ツ・トライ（地域と共につくる健康づくり）600部を作
成し、普及啓発に活用した。特定給食施設等指導（巡回
指導・講習会など）は、延べ562件実施した。
●受動喫煙防止推進事業
　受動喫煙が健康に及ぼす影響を周知するとともに、受
動喫煙防止対策を強化し、たばこを吸わない人にも配慮
した環境づくりを推進している。

●感染症対策
1  予防接種
　感染症の予防に関しては、種痘が地球上から天然痘

（痘そう）を根絶し、ポリオ生ワクチンが日本からポリ
オ（急性灰白髄炎）を一掃したことから明らかなよう
に、予防接種の果たしてきた役割は極めて大きい。
　特に乳幼児の時期に予防接種を受けることにより、
個々人が感染症にり患することを防ぐ（個人予防）だけ
でなく、感染症の流行も抑えている（社会予防）。
　このため予防接種の必要性の周知を行い、感染症の流
行を阻止しうる免疫保有率を保つため、積極的な働きか
けが大切である。
　予防接種法に基づくＡ類疾病の予防接種は、ジフテリ
ア、百日せき、破傷風、ポリオ（急性灰白髄炎）、麻し
ん、風しん、日本脳炎、BCG（結核）、ヒブ、小児用
肺炎球菌、子宮頸がん予防および水痘（みずぼうそう）
の12種である。Ｂ類疾病の予防接種としては高齢者の
インフルエンザおよび肺炎球菌感染症がある。
　日本脳炎予防接種は平成17年5月から積極的勧奨を差
し控えていたが、22年4月より再開している。
　麻しん風しん予防接種は、18年6月の改正で2回接種
となり、19年の麻しんの流行に対する対策として、20
年4月から中学1年生および高校3年生に相当する年齢の
者を対象に麻しん風しんの定期接種が追加された。この
接種期間は20年4月1日から25年3月31日までの5年間に
限って実施された。
　19年4月の結核予防法の廃止に伴い、BCGは予防接種
法の定期予防接種になり、区では4か月児健診と同時に
集団で接種していたが、27年4月から個別の医療機関に
による個別接種に移行した。
　ポリオ予防接種は、春と秋に保健相談所を会場に集団
接種により実施したが、24年9月から不活化ワクチンが
導入され、個別接種に移行している。その他は協力医療
機関で通年（インフルエンザは除く。）、個別接種によ
り実施している。
　接種費用の助成をしていたヒブ、小児用肺炎球菌、子
宮頸がん予防の任意予防接種が25年4月から、水痘と高
齢者の肺炎球菌感染症は、26年10月から定期接種と
なった。子宮頸がん予防接種は、25年6月厚生労働省通
知により、積極的勧奨を差し控えている。



　予防接種法に定めのない任意予防接種については、つ
ぎの表のとおり接種費用を助成している。
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　なお、24年9月から実施している高齢者用肺炎球菌ワ
クチンの任意予防接種に対する費用助成は、26年10月の
定期予防接種後も制度を一部変更の上、実施している。
　また、近年の度重なる予防接種法制度改正に伴い、予
防接種を受けるスケジュールの作成が接種者やその保護
者にとって大きな負担となり、接種間隔の誤りや接種漏
れが生じてしまう可能性がある。そのため、27年4月より
接種者の生年月日等を入力することによりスケジュールが
自動作成される予防接種サポートシステムを導入した。

 任意予防接種の接種費用助成および接種状況 平成26年度

助成開始
時期 対象者 助成費用 接種者数

（延べ）

全額助成24年4月

25年4月

25年4月

おたふくかぜ

水　　　　痘

高齢者用肺炎球菌

麻しん風しん混合
未接種者対策

全額助成

4,000円助成

3,000円助成

1回3,000円を
2回助成

25年3月

24年9月  65歳以上の方

先天性風しん
症候群対策

風しん抗体検査 26年4月
 定期予防接種の接種状況 平成26年度

区　分 接種者数
（延べ）

ＭＲ（麻しん風しん混合）
※麻しん単抗原、風しん単抗原含む。

1期

2期

DPT-IPV（４種混合）
※ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ

1期
（初回3回、追加1回）

D　Ｐ　T（３種混合）
※ジフテリア・百日せき・破傷風

1期
（初回3回、追加1回）

D　　　T（２種混合）
※ジ フ テ リ ア・破 傷 風 2期

日 本 脳 炎

1期
（初回2回、追加1回）

1期特例
および2期（1回）

不活化ポリオ 4回
（初回3回、追加1回）

子宮頸がん予防
（ヒトパピローマウイルス感染症） 3回

ヒ　　　ブ 4回
（初回3回、追加1回）

小児用肺炎球菌 4回
（初回3回、追加1回）

Ｂ　Ｃ　Ｇ

水　　　痘

高齢者インフルエンザ

高齢者用肺炎球菌

2回
（3歳以上5歳未満は1回）

2  一類・二類・三類・四類・五類・新型インフルエン
　  ザ等感染症
　「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す
る法律」（以下「感染症法」という。）に基づき、感染症
の日常的な発生状況の把握（感染症サーベイランス）を
行うとともに、感染症発生時には適切な医療の確保・防
疫対応、疫学調査等の対応を行っている。また感染症
法では、感染症の感染力、り患した場合の重篤性等か
ら感染症を類型化し、それぞれに応じた対応を行って
いる。26年には、四類感染症であるデング熱の70年ぶ
りの国内感染例の報告や、一類感染症であるエボラ出
血熱の西アフリカにおける流行に伴う感染した海外渡
航者の入国および二次感染の危惧に対し、各類型感染
症に応じた防疫体制を医療機関等と連携し構築するこ
とにより対応した。
　27 年 1月9日、感染症法の一部改正により感染症の類型
が見直された。二類感染症に「中東呼吸器症候群（MERS）」
および「鳥インフルエンザ（H7N9）」が追加された。
①  結核
　二類感染症の結核は、近年、り患率は改善されてきて
いるものの、高齢者で増加傾向にあり、高齢者の結核対
策は重要な課題となっている。次世代に結核を拡げない
ためには、今後とも、結核対策を着実に進めていく必要
がある。結核対策としては、結核患者の適切な医療の確
保や治療成功のための服薬支援などの結核患者支援を始
め、家族や接触者への健診の実施など結核対策を丁寧に
実施している。区の26年結核新規登録患者数は144人。
そのうち、感染性のある結核患者は49人であった。ま
た、新規登録患者のうち、70歳以上の割合は、約35％
と高い。高齢者の結核の初期症状は、咳や痰、発熱
などの呼吸器症状によるものばかりではなく、食欲
不振や体重減少によることがあり、診断が遅れる事
例も見受けられる。結核に対する正しい理解と知識
の普及が必要である。

1歳以上
3歳未満の方
1歳以上
3歳未満の方

2歳以上19歳
未満で、接種
が終了してい
ない方
19歳以上の方
①妊娠を希望している女性
②①の同居者
③妊娠中の女性の同居者

4,945

2,803

336

2,460

6,029
6,003

5,449

23,035

1,296

3,531

15,560

3,596

3,762

61

24,573

24,687

6,179

8,910

70,980

9,299

1回

1回

1回



るす保確を境環生衛な全安）4（  

●食品衛生
　区では、食中毒の防止、食品の安全性の確保のため、
営業者の監視指導、食品等の検査を行っている。平成
26年度は監視指導を13,132件、食品等の検査を2,262検
体行った。
　営業者の食品衛生知識を深めるために35回の食品衛
生講習会を実施し、延べ2,261人が受講した。
　こうした監視指導を行うに当たって、区では食品衛生
監視指導計画を策定している。26年度は計画について
区民から意見を求めるとともに、27年1月に開催した練
馬区食品衛生推進員会議においても計画に対する意見を
求め、寄せられた意見を参考に27年度の計画を策定し
た。
　26年度の区内での食中毒の発生はなかった。

エイズ相談・HIV・性感染症抗体検査実施数 平成26年度

673
282
38
37

区　　　分 件　　　数
エ イ ズ 相 談
H I V 抗 体 検 査
梅 毒 検 査
ク ラ ミ ジ ア 検 査
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 全数届出感染症の届出患者数         平成26年

種 別 疾 病 名 届出患者数

一 類

エボラ出血熱
クリミア・コンゴ出血熱
痘そう（天然痘）
南米出血熱
ペスト
マールブルグ病
ラッサ熱

二 類

急性灰白髄炎（ポリオ）
結核
SARS（重症急性呼吸器症候群）
ジフテリア
鳥インフルエンザ（H5N1）

三 類

コレラ
細菌性赤痢
腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス
パラチフス

四 類

五 類

注：①区に届出があった件数を掲載

  

②四・五類感染症は届出のあった疾病のみ掲載

レジオネラ
Ａ型肝炎
デング熱

③  エイズ・性感染症
　国内のHIV（ヒト免疫不全ウイルス）感染者報告数
は、ここ数年横ばい状態で推移しており、これは、保健
所等における無料HIV検査数の減少が影響している可能
性がある。一方エイズ患者数は引き続き増加の傾向を示
し、都内では、全報告数の約2割を占めている。このよ
うな感染例では、無症候期の間に感染が広がっている可
能性がある等の問題が指摘されている。また、性感染症

においては、若年層における発生の割合が高まってお
り、感染予防および早期発見の取組が重要である。
　このため区では、エイズや性感染症の正しい知識の普
及啓発を行い、豊玉保健相談所で、HIV・梅毒・クラミ
ジアの抗体検査（無料・匿名）を実施している。また、
区内の高校で性感染症の講演会を実施し、学生のみなら
ず学校全体で、若年層の性感染症予防への取組ができる
ように働きかけている。

④  新型インフルエンザ
　新型インフルエンザは、ウイルスの亜型等によって感
染力や病原性の強弱が異なる。25年4月に「新型インフ
ルエンザ等対策特別措置法」が施行されたことに伴い、
区では、26年6月「練馬区新型インフルエンザ等対策行
動計画」を策定した。さらに、「新型インフルエンザ等
対策行動マニュアル」を策定し、発生時により実効性の
高い対策がとれるよう体制整備を図った。今後は、事態
のレベルに応じた保健医療体制および庁内外を含めた体
制整備の充実を図っていく。

②  五類感染症
　五類感染症については、発生情報を収集・分析し、そ
の結果の公開・提供により、発生・拡大を防止すべき感
染症と定めており、区では医師会・教育委員会等への情
報提供をしている。なお、20年1月1日から、麻しんお
よび風しんについて医療機関から保健所への届出が義務
化された。風しんについては、24年度の大流行を受け、
先天性風しん症候群対策事業を実施し、26年4月から、
定期予防接種の機会がなかった世代に抗体検査および予
防接種費用の助成を開始した。また、届出がされた患者
に対し、感染拡大予防のための注意喚起を行った。麻し
んについては、積極的疫学調査の一環として、東京都健
康安全研究センターでの確定診断を行い、正確な診断に
よる適切な対策によって麻しん排除を目指している。

アメーバ赤痢
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症
急性脳炎
後天性免疫不全症候群
侵襲性インフルエンザ菌感染症
侵襲性肺炎球菌感染症
梅毒
播種性クリプトコックス症
破傷風
風しん
麻しん

0
0
0
0
0
0
0
0

215
0
0
0
0
4

21
1
0
4
2
4
5
1
2
3
1

13
1
1
1
6
1



薬局・医薬品販売業等関係施設 平成27年3月31日現在

管理医療機器販売業・賃貸業
1,538（69.8%）

薬局
298

（13.5%）

麻薬小売業
230（10.4%）

店舗販売業  96（4.4%）

薬局製剤製造販売業  21（1.0%）
薬局製剤製造業  21（1.0%）

施設数
2,204件

●食品衛生普及啓発活動
　平成26年度は、消費者に対する普及啓発活動とし
て、食中毒予防のための講習会を16回（延べ502人）実
施した。そのうち食育の一環として、区内の保育園や小
学校の生徒を対象に、｢食の安全教室｣ を開催した。紙
しばいやクイズを通じて食中毒予防について学び、手洗
い練習等を行った。
　10月には「輸入食品－安全・安心のしくみ－」をテー
マに「練馬区食の安全・安心シンポジウム」を開催、77
名が参加した。また、消費生活展、練馬まつり等で、食
品衛生相談を行った。
　その他の普及啓発活動として、リーフレット「ねりま
食品衛生だより」を4回発行（45,000部）し、併せて区
ホームページ内の食品衛生情報へ掲載した。
●医療監視・指導
　診療所、助産所、施術所、歯科技工所の施設・設備の
管理状況について、監視・指導を行っている。
　平成26年度には、150か所の監視指導を行った。

練馬区内の医療関係施設  平成27年3月31日現在

注：一般病床は、病院病床から精神病床、感染症病床、結核病床、
　　療養病床を除いたもの

区　　分 施設数および
病床数

人口10万人
当たり

病 院
　病院病床
　病院一般病床
　療養病床
一 般 診 療 所
歯 科 診 療 所
助 産 所
施 術 所
出 張 施 術 業
歯 科 技 工 所

19か所
3,087床
1,392床

614床
557か所
465か所
29か所

623か所
309か所
108か所

2.6か所
428.8床
193.3床
85.3床

77.4か所
64.6か所
4.0か所

86.5か所
42.9か所
15.0か所

●薬事衛生
1  薬事監視
　医薬品等の品質と、その有効性および安全性を確保す
るため、薬局・医薬品販売業（卸売販売業、配置販売業
を除く。）・麻薬小売業・医療機器販売業等の監視指導、
医薬品等の検査を行っている。平成26年度には、507件
の監視指導、5品目の医薬品等の検査を行った。
　さらに、区民の保健衛生上の安全を確保する目的で薬
事関連法令の趣旨の徹底を図るため、営業者および薬剤
師等を対象に啓発活動を行った。

2  毒物劇物監視
　毒物劇物による保健衛生上の危害防止を目的として、
毒物劇物販売業および業務上取扱者の監視指導を行って
いる。
　また、盗難や事故等が発生した場合に社会的影響の大
きい農薬、トルエン、シアン等を取り扱う販売業および
業務上取扱者の一斉監視を行っている。26年度には、
53件の監視指導を行った。
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〔食品衛生法に基づくもの〕 

施設数 
8,011件 

魚介類販売業 550（6.9%） 

一般飲食店 
　　3,240
　　　（40.4%） 

乳類販売業 
880

（11.0%） 

食肉販売業 
574（7.2%） 

喫茶店営業 393（4.9%） 
その他 207（2.6%） 

菓子製造業
 682

（8.5%） 

その他 401（5.0%）
すし屋 143（1.8%）
そば屋 181（2.3%）

飲食店営業 
4,725

（59.0%） 

弁当屋 278（3.5%）
そう菜店 248（3.1%）
集団給食 234（2.9%） 

許可を要する食品関係施設 平成27年3月31日現在

〔食品製造業等取締条例に基づくもの〕 

施設数 
1,357件 

食料品等販売業 
867

（63.9%） 

　集団給食 
418

（30.8%） 

行商 3（0.2%） 
その他 32（2.4%） 

魚介類加工業 11（0.8%） 

つけもの製造業 26（1.9%） 



薬局・医薬品販売業等関係施設 平成27年3月31日現在

管理医療機器販売業・賃貸業
1,538（69.8%）

薬局
298

（13.5%）

麻薬小売業
230（10.4%）

店舗販売業  96（4.4%）

薬局製剤製造販売業  21（1.0%）
薬局製剤製造業  21（1.0%）

施設数
2,204件

●食品衛生普及啓発活動
　平成26年度は、消費者に対する普及啓発活動とし
て、食中毒予防のための講習会を16回（延べ502人）実
施した。そのうち食育の一環として、区内の保育園や小
学校の生徒を対象に、｢食の安全教室｣ を開催した。紙
しばいやクイズを通じて食中毒予防について学び、手洗
い練習等を行った。
　10月には「輸入食品－安全・安心のしくみ－」をテー
マに「練馬区食の安全・安心シンポジウム」を開催、77
名が参加した。また、消費生活展、練馬まつり等で、食
品衛生相談を行った。
　その他の普及啓発活動として、リーフレット「ねりま
食品衛生だより」を4回発行（45,000部）し、併せて区
ホームページ内の食品衛生情報へ掲載した。
●医療監視・指導
　診療所、助産所、施術所、歯科技工所の施設・設備の
管理状況について、監視・指導を行っている。
　平成26年度には、150か所の監視指導を行った。

練馬区内の医療関係施設  平成27年3月31日現在

注：一般病床は、病院病床から精神病床、感染症病床、結核病床、
　　療養病床を除いたもの

区　　分 施設数および
病床数

人口10万人
当たり

病 院
　病院病床
　病院一般病床
　療養病床
一 般 診 療 所
歯 科 診 療 所
助 産 所
施 術 所
出 張 施 術 業
歯 科 技 工 所

19か所
3,087床
1,392床

614床
557か所
465か所
29か所

623か所
309か所
108か所

2.6か所
428.8床
193.3床
85.3床

77.4か所
64.6か所
4.0か所

86.5か所
42.9か所
15.0か所

●薬事衛生
1  薬事監視
　医薬品等の品質と、その有効性および安全性を確保す
るため、薬局・医薬品販売業（卸売販売業、配置販売業
を除く。）・麻薬小売業・医療機器販売業等の監視指導、
医薬品等の検査を行っている。平成26年度には、507件
の監視指導、5品目の医薬品等の検査を行った。
　さらに、区民の保健衛生上の安全を確保する目的で薬
事関連法令の趣旨の徹底を図るため、営業者および薬剤
師等を対象に啓発活動を行った。

2  毒物劇物監視
　毒物劇物による保健衛生上の危害防止を目的として、
毒物劇物販売業および業務上取扱者の監視指導を行って
いる。
　また、盗難や事故等が発生した場合に社会的影響の大
きい農薬、トルエン、シアン等を取り扱う販売業および
業務上取扱者の一斉監視を行っている。26年度には、
53件の監視指導を行った。
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〔食品衛生法に基づくもの〕 

施設数 
8,011件 

魚介類販売業 550（6.9%） 

一般飲食店 
　　3,240
　　　（40.4%） 

乳類販売業 
880

（11.0%） 

食肉販売業 
574（7.2%） 

喫茶店営業 393（4.9%） 
その他 207（2.6%） 

菓子製造業
 682

（8.5%） 

その他 401（5.0%）
すし屋 143（1.8%）
そば屋 181（2.3%）

飲食店営業 
4,725

（59.0%） 

弁当屋 278（3.5%）
そう菜店 248（3.1%）
集団給食 234（2.9%） 

許可を要する食品関係施設 平成27年3月31日現在

〔食品製造業等取締条例に基づくもの〕 

施設数 
1,357件 

食料品等販売業 
867

（63.9%） 

　集団給食 
418

（30.8%） 

行商 3（0.2%） 
その他 32（2.4%） 

魚介類加工業 11（0.8%） 

つけもの製造業 26（1.9%） 

環境衛生関係施設 平成27年3月31日現在

施設数
10,688件 

その他 107（1.0%） 

墓地等 140（1.3%） 
公衆浴場 89（0.8%） 
コインランドリー 74（0.7%） 理容所　  

416（3.9%） 

クリーニング所  
480（4.5%） 

水道施設  
873（8.2%） 

小規模 
受水槽 
7,509

（70.3%） 

美容所　  
845（7.9%） 

プール 155（1.5%） 

狂犬病予防関係件数 平成26年度

区　　　　分 件　　　数

鑑 札 交 付 数
（内　訳）　交　　　付
　　　　　再　交　付
　　　　　交　　　換（無料）

狂犬病予防注射済票交付数
　　　（再交付含む。）
咬 傷 事 故 数

件
2,232
1,714
213
305

19,796
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　また、区民生活に直接的影響を及ぼすコインオペレー
ションクリーニング（コインランドリー）および小規模
給水施設について指導要綱を制定し、衛生管理等につい
て指導を行っている。

●ペット動物の飼養
　「狂犬病予防法」、「東京都動物の愛護及び管理に関す
る条例」により、畜犬登録、狂犬病予防注射、犬の正し
い飼い方の啓発などの事業を行っている。飼い猫の去
勢・不妊手術費の一部（オス1,500円、メス3,000円）を
助成する事業も行っており、平成26年度には、オス439
件、メス551件、計990件の利用があった。
　また、飼い主のいない猫をめぐる問題を解決するため
に活動するグループを登録し、去勢・不妊手術費用の助
成（オス5,000円、メス10,000円）や猫保護ケージの貸
出しなどにより活動を支援している。27年3月末現在、
44団体が登録し、オス159件、メス134件、計293件の手
術が行われた。
　なお、区内には、動物質原料運搬業、畜舎など11施
設がある。

●ねずみ・害虫対策
　衛生的で快適な生活環境を確保するため、人体に害を
及ぼす害虫等の相談および駆除を行っている。
　平成26年度は、スズメバチ、ユスリカ、樹木害虫そ
の他の苦情・相談を1,628件受け付け、スズメバチ414
巣を駆除するなど対応・処理した。ねずみに関しては、
駆除指導を479件、ねずみ駆除講習会を2回行った。
　なお、「害虫相談ダイヤル」を5月～11月の期間開設
した。
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毒物劇物営業者等関係施設 平成27年3月31日現在

施設数
317件

一般販売業
　   149（47.0%）非届出業務上

取扱者
150

（47.3%）

特定品目販売業
11（3.5%）

要届出業務上取扱者電気めっき業
　　　　　2（0.6%）

農業用品目販売業
5（1.6%）

3  有害物質を含有する家庭用品の検査
　「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」
に基づき、日常使用する家庭用品に含まれる有害物質に
よって健康被害が発生することを防ぐため、規制対象と
なっている家庭用品の試買検査を行っている。26年度
には、46品目（延べ84項目）の試買検査を行った。
●環境衛生
　多数の人が利用するプール、公衆浴場や日常生活上必
要な理・美容所、クリーニング所等では一定の衛生水準
が確保されることが必要である。
　このため区では、これらの施設に対する監視指導を行
うとともに、施設の空気や細菌などの各種検査を実施し
ている。平成26年度は、940件の監視指導を行うととも
に、239施設について各種検査を行った。このほかにも
飲料水についての相談受付・指導を行っている。


